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認 定 書

国 住 指 第 4491号
平成 29年 4月 21日

吉野石膏株式会社

代表取締役 須藤 永作 様

国土交通大臣  石井

下記の構造方法等については、建築基準法第 68条の 25第 1項 (同法第 88条第 1項にお
いて奉用する場合を含む。)の規定に基づき、同法同法施行令第 46条第 4項表―の (人 )

の規定に適合するものであることを認める。

記

1.認定番号

FRM―-0594

2.認定をした構造方法等の名称

厚 9.5nlln両 面ボー ド用原紙張ガラス繊維混入せつこう板/め っき鉄丸 くぎ
NZ50/外周部@75Hlm、 中通 り@150■lln/大壁造の床勝ち仕様/木造軸組耐力壁におけ
る構造方法

3.認定をした構造方法等の内容
2.2の倍率を有する軸組 と同等以上の耐力を有する軸組
別添の通 り

(注意)こ の認定書は、大切に保存 しておいてください。



FRM-0594
別添 1/9

1.麟 の名称

厚 9.5 1om両面ボード用原紙脹ガラス絨維混入せつこう板/めっき鉄丸くぎNZ50/外周報
"5-、中通り@15鈍団ツ欽壁造の六勝ち        壁

2. 動

(1)面本オの腰

a)面材の名称

両面ボード用贈 ラス触 は つこう板

b)面本オの構成及び組成

面材の断面図を図1に示すもまた、その構成材及び組成を表 1に舌塊

ガラス繊維混入せつこう板

ボード用 (寸法単位:mm)

図1 商材の断面図

表 1触 醐
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表面材 :

ボード用原紙
組成などは社外秘とさせていただきます。

芯 材 :

ル 拠

せつこう板

組成などは社外秘 とさせていただきます。

褒藁置節昨オ:

ボード用原紙
組成などは社外秘 とさせていただきます。
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c)難

d)側融 ロエ茅状

図2に示すベベルエッジ又はスクェアエッジとする。

2-6

ベベルエンジ スクェアエッジ

図2 1貴l面カロI形帆聯面図

(寸法単位 :mm)

e)品質の基準

面材は、国土交通大臣の認定を取得した面材 (認定番号、m_4127)に対し、ボード用原紙の

組成および面材の厚さの範囲を制約している。

性  能 :

詳

(%)

曲t翔薩鮒直 lNl 単位面積当たりの質量

はゴmつ長さ方向 中
~訪

向

3以下 5()(l以上 200以上 8.55-10.98

観 :両面ボー ド用原紙張ガラス繊維混入せっこう板の両面及d断面には、使用上有害な欠け、

報 、汚れ、きずなどがあってはならなヤ屯

(2)軸組材婢
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厚さ (mm) 幅 (―) 長さ (―l

韓 9.5

900 1820、  2420、  2730、 3030

910 1820、 2420、  2730、  3030

1000 1820、  2420、 2730、  3030

議 ―{l,+0.49 +0,-3 +0,+3

都  位 寸 法 等

柱(土台、月勝象 オ伝 梁 嫡 難 見付け 105mmX見込み 105mm以上

糸嘲 と 囀 見付け45mmX垢貶%К 105mm以上

聞柱 囀 見付け27mmX見込み 105mm以上

胴つなぎ 断面寸法 附 け 60-溺 跡 454望以 上

喜又本オ 断面寸法 見付け30～45-×見込み 40mm以上

柱の間隔 900mュ n～20001xm

面材②継手となる継呼積購:と柱の間隔 900xェ近n～10001n14

聞柱と柱又は間柱と継手間位の間隔 4501rm～ 5001xun

横架材間の内法寸法
1本文張り 210011m以」i3000mm以下

縦継ぎ張り 224(l― 以上3000mm以下

丹Ij彰代-2/9
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(3)接合具の「際

規 格 名 称 :く ぎ

規 格 番 号 :ЛS A 550&2009

種   類 :めっき鉄丸くぎ

呼  び :NZ50

(4)そのl也の仕様

a)床下地材

名  称 :構造用合板

規  格 :で劫その膨解期靭格 (平成26年 2月 25財摯働磋若告示第 303〕

接着の程度 :特類

等  級 :2級以上

厚  さ :121xttn以上 30ェxlHl以下

b)受材の接合具

規 格 名 称 :く ぎ

規 格 番 号 :ЛSA 550&2009

種  類 :鉄九くぎ

呼  び :N90

3.耐力壁の適用範囲

(1)当該面材をイ吏用した而防壁6翻開捌は、蜘 苦】第40条から第 49条 (ただし、第48条

第2項は除く)に準拠した木造軸組とする。

(2)当該耐力壁は,外周壁の屋外側下地肱 室内側下地材及び内部壁の下地材に用いるものとする。当該

耐力壁を外周壁の屋タトイ貝ll下地材として用いる場合は、防艦 鉤 な防水措置を講じるものとす

る。

(3)建築騨匂釣骸玲 第46条第 4項の表 1に定める軸組又イ』m56年建設省告示第■00号に定める

軸組を併用する場合は、倍率の数値5を限度としてそれぞれの陪率の数値を力[l算できるものとする。

4.耐力壁の施I仕様の概要

(1)報且本オ

C棧(横架材 (上台、月勝象 桁、梁)の断面寸法は見付け1051nmX見込み105-以上とする。

②問柱の断面寸法は見付け27mm×見込み105mm以上とする。

③面材の横方向つ継手となる継手間柱の断面寸法は見付け451414×見込み105mm以上とする。

④面材●縦方向O継手となる胴つなぎの断面寸法は見付け60mm×見込み45mm以上とする。

C面材を留め付ける受材の断面寸法は見付け30～45mm×見込み40mm以上とする。

⑥性の間隔は900mm以上2000-以下とする。

C画材C鶴手となる継手間柱と柱の間隔は900mm以上1000Hlm以下とする。

⑥間柱と柱又は間柱と継手間柱の間隔は450mm以上500mm以下とする。

③面材が取り付く胴わなぎは、床下地材から1820mmの位置 鰤めなご輪 に取付ける。

@横架材間の内法寸法について、縦継ぎ張りの場合は2240mm以上3000mm ttR l枚張りの場合は

2100mm以上3000mm以下とする。

丹J添-3/9
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⑪性への面材の掛かり代は 45xllm以上、横架材および胴つなぎへの面材の掛かり代は 3011m以上、

継手間佳への面材の掛かり代は20mm以上とする。

(2)面本オの害lイ すヽ

面材山軸組に直張りとし、張り方は横架材間t朝陣 なぎを設けて 2枚の板で縦継ぎ張りとする力＼また

は1枚の板で縦張りとする。ただし、2枚の板で縦継ぎ張りとする場合、下側の面材の長さは1820mmと

し、上側の面材の最′lヽ長さは420mmとする。

(3)面材の留め付け

C面材は、めっき鉄丸くぎNZ50を用いて、面材の外周都ではくぎ相互の間隔を75mm以下で柱、横架

材、受材、継手間ほ 胴わなぎに、面材の中通りの部分ではくぎ相互の間隔を 150mm以下で問柱に

留め付ける。

②くぎが有効に作用するように、面材の端部とくぎとの間隔 (へりあき醐 は、受材、横架材及び胴

つなぎでは15mm G骸鬱豊:±3nml、 柱及び継手間柱では12mm信骸鬱豊:圭2-lとする。

③面材の外周都及び中通りの部分におけるくぎ本数について、面材の長手方向及び短手方向の辺長 CI、

Llからへりあき距離 (H‖W、 Ll+L2)を減じた長さ (H仰 1■』2)、 }←1+121)を算出し、その

長さを各部のくぎ間隔 (P、 Q)剰除する。

外周部のくぎ本数はその値の小数第一位を切り上げて とを加えた値とし、中通りの部分のくぎ本数は

その値の小数第一位をし刀り上tX lを減じた値とする。

なお、図 4に示す通り、面材四隅のくぎは長手・短手両方向のくぎ本数として教えることとするが、

中通りの部分と外周部のくぎを結ぶ直線上のくぎは、中通りの部分のくぎ本数として数えないものと

する。

ここで、Lは 900mm～1000mmのいずれ力笠荘駄Hは耐力壁の施工仕様に応じた下側もしくは上側

の面材の長さりは Hl及び■2は 1511m、 Ll及びL2は 121xm、 Pは 75mm、 Qは 1501xllnと する。

男ll彰ペー4/9
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L

=

E:==ヨ :外周部長手方向のくぎ

L__‐f_‐]:外周都短手方向のくぎ

騒覇籐轟推中通り部のくぎ

図4御 のくぎ本数

(4)その他の施I仕様

床位置でイよ 床下地材を厚さ12mm以上15mm以下の場合|よ 鉄丸くぎN50 1ЛS A 5508:2009)

を用いて、厚さ15mm超え20■1ln以下の場合は鉄丸くぎN65(ЛSA5508:2009)、 厚さ20mm超え

30mm以下の場合は鉄丸くぎN75 1Л SA5508:2009)を 用いてくぎ相互の間隔を1501xm以下で土台

又は横架材に留め付けた後、見付け 30-45-X見込み 40nm以上の受材を鉄丸くぎ N90 1Л S A

5508:2009)を用いてくぎ相互の間隔を3001xlm以下(へりあき距離 (面本オからの閣翰 を2(l― (許

容差±5mm)で床下地材に留め付ける。ただし、床下地材留め付けくぎから10-以上ずらして受材

くぎを留め付ける。

(5)施工図

施工図を図5～図81づ音九

デ」1!彰代-5/9
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面ボー

ボ ー

原紙張― ド

つ こ

施工図

20
×

め っ

X

×

め っ ×

ぎ

ギ
ピ

含
普
蕉
こ
】

C部辞細図
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― ド

含

引

）

め っ くぎ
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図5施工詳細図 :縦継ぎ張りの場合
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※基礎 評価対象外
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め っ くぎ

900-と 000 横架材

柱 めっき

【A部】

【B部】

||

45以上

【C部】

【D部】

ス

ボ ー

ス

亘き

（
約
】
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日
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卜
と
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め っ

月同つな

― ド用

×

め っ くぎ

横架材

継

12(理 ±2)

【F部】

床

×

下

め っ

【E部】

め っ

― ド

図6施工図 :縦継ぎ張りの場合  伺継単位 i lllnl)
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施工図
B部詳細図

×

鉄丸く

C部詳細図

鉛直断面図 下地組図

図7施工詳細図 :1枚張りの場合  酷 単位 :IxHl)
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※基礎 評価対象外
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柱

めっき くぎ

ボー ド用原紙張

ス

め っ くぎ

横架材

め っ くぎ

【A部】

【B部】

め つ くぎ

【C部】

12(± めI蝉 2針 2)

【D部】

X

×

亘畜

― ド

図8 施工図 :1枚張りの場合  鰈 単位 inml
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